
■  昭和２８年生まれ。慶應大学（文）卒業、法政大学（経済）卒業、早稲田大学大学院（公共経営研究科）修士修了、保谷市議会議員

（当選５期）西東京市議会議員（当選１期）、西東京市議会議長、東京都議会議員（当選２期）、警察・消防副委員長、経済・港湾委員長。  

現  在  ●  都議会 監査委員    ●  環境・建設委員 ● 早稲田大学大学院（公共経営研究科）博士後期課程在学中 ● 金剛寺住職 

■発行  都議会民主党政策調査会  ■   
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都議会議事堂 

 平成２４年度東京都一般会計予算案が発表されました。 

東日本大震災の影響や世界経済の減速など厳しい景気情勢が続いて

いるため、都税収入は５年連続の減収となる見込みです。そのため、都

債（借金）の発行や基金（貯金）の取り崩しを増やすことによって、必ず

起こる首都直下地震への防災対応力の強化や、電力の安定供給に向

けた発電などの環境・エネルギー政策、国際競争力を確保するインフ

ラ整備などに重点配分した予算案となっています。 

特別区財政調整 
会計繰出金等 
1兆6,259億円 

福祉・保険 
9,982億円（22.1％） 

教育・文化 
1兆60億円（22.2％） 

労働・経済 
4,257億円（9.4％） 

生活・環境 
2,185億円（4.8％） 

都市の整備 
7,404億円（16.4％） 

警察・消防 
8,715億円（19.3％） 

企画・総務 
2,628億円（5.8％） 

一般歳出  

4兆5,231億円 

私学教育の保護者負担軽減！ 

都税の使途  



石毛 しげる 事務所 

西武新宿線 花小金井駅 北口より 
            徒歩15分 

都議会の防災議連は被災地支援のため募金活動を行って下記の通り、募金額

は367,013円となりました。この募金額で、大田区で開発・製造した「土のうスタ

ンド」を希望する被災地に送ることにしました。 

 昨年 12月12日に（月）に大田区役所にお伺いし、松原区長をとおして、地元

工場に「土のうスタンド」を発注していただきました。被災地は、石巻市ほか４市

に送られます。 

 今度とも、防災議連は被災者のための活動をつづけてまいります。 

マラソン完走率, 97.2%, 10km完走率, 99.7%. マラソン

男女比率, 男子76.1%／女子23.9%. 10km男女比率, 男

子71.0%／ 女子29.0%. マラソン完走記録3時間未満, 

720人, 2.2%, ( 男子 669人 女子 51人 ) 

 平成2４年2月26日（日）東京マラソン財団

は、『東京マラソン2012』を曇天の中、開催い

たしました。国内外からの参加者が年々増加

し、申込総数（マラソン・10㎞）は、約28万4千

人となり、マラソンの抽選倍率は、約9.6倍とな

りましました。 

東日本大震災等によるレジャー自粛傾向を懸

念しておりましたが、健康志向と東京マラソン

ブランドが定着し、多数の参加がありました。 

 私は水道行政の視察のためコンゴ民主共和国に行ってきました。私とコンゴとの出会いは難民の人たちの手伝いを通じて関心を持っ

たことが始まりです。  

 私たちの体の65％は、水からできていると言われています。  

 体重の約2％の水分が失われると口やのどが渇き、6％で頭痛、脱力感、10％で筋肉の痙攣、20％で死にいたると言われています。  

 つまり、水は命と言えましょう。  

 しかしコンゴでは水は死という言葉まであり、飲んだ水により死に至るケースが後を絶たない状態が続いています。  

 日本では考えられないほどの劣悪の状態にあると言えましょう。知事は東京の水道は世界一の技術を持っていると述べています。  

 私も世界の水問題解決のために、東京の力を積極的に活用すべきと考えます。  

 そこで、これまでの水道局の国際貢献の実績と、その成果について伺います。 

 水道局では今年度から、東京都の高い水道技術への期待に応えていくために、ビジネスベースで管理団体の東京水道サービス株式

会社を活用して、アジアに調査団を派遣しています。  

 しかし、水問題はアジアに限らずアフリカも深刻な状態であります。 

 学校や研修所を造りそこで技術者を育てる事により、今ある危険な水さえも飲めるようになると考えます。  

 国際貢献に向けて、石原知事の世界を変える大きな一石を投じる強い決意をお聞かせ下さい。 

Ｑ 

 アフリカの国々は、極めて日本から遠いところでありますが、しかし、一方では豊かな資源も持っておりまして、さまざまな可能性を秘め
ていると思います。東京も持てる力で協力いたしまして、彼らの命を救い、その発展に貢献することは、世界都市東京の使命でもありまし
て、日本の真の友好国をふやすことにつながると思います。 

Ａ 

 水道に関する国際貢献の実績と成果についてですが、水道の管理運営を円滑かつ適切に行っていくためには、海外の水道事業体にお
いても、多くのすぐれた人材が不可欠です。 
 具体的には、アジアやアフリカ諸国を含めた海外からの研修生等を、直近5カ年で約100カ国から延べ1,800人受け入れております。ま
た、ＪＩＣＡ等の技術協力専門家として、9カ国に対して職員を派遣してまいりました。 
 今後とも、このような活動を通じて、相手国の水道技術や経営のレベルアップを図り、世界の水事情の改善に貢献してまいります。 

Ａ 


